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◎‌�
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

労
働
基
準
法
の
趣
旨
に
鑑
み
、

職
員
の
勤
務
１
時
間
当
た
り
の

給
与
額
の
算
出
基
礎
額
に
寒
冷

地
を
含
め
る
た
め
、
本
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

◎‌�

新
篠
津
村
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

本
年
４
月
よ
り
保
険
者
が
市

町
村
か
ら
都
道
府
県
と
な
る
た

め
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

あ
る
。

◎‌�

新
篠
津
村
国
民
健
康
保
険
事
業

財
政
調
整
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

新
制
度
移
行
後
の
国
保
に
係

る
基
金
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働

省
よ
り
、
安
定
的
な
給
付
を
確

保
す
る
た
め
に
活
用
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
た
め
、
本
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

◎‌�

新
篠
津
村
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

介
護
保
険
料
の
改
定
を
行
う

他
、
介
護
保
険
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
た
め
本
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
あ
る
。

◎‌�

新
篠
津
村
営
土
地
改
良
事
業

の
経
費
の
賦
課
徴
収
に
関
す

る
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

土
地
改
良
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
規
定
の
整
備
を
行
う
た

め
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
る
。

【
平
成
29
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

〈
総
務
費
〉

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

６
０
０
０
万
円

・
減
債
基
金
積
立
金３

３
９
万
円

・
公
共
施
設
営
繕
基
金
積
立
金

２
０
０
０
万
円

〈
民
生
費
〉

・‌�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰

出
金�

３
１
５
万
円

〈
農
林
水
産
業
費
〉

・‌�

担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支

援
事
業
費
補
助
金３

０
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉１４

４
６
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

32
億
８
７
６
３
万
円

◎‌�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
保
険
給
付
費

５
７
２
３
万
円

・‌�

管
理
費
（
市
町
村
事
務
処
理

標
準
シ
ス
テ
ム
導
入
等
）

△
１
１
６
６
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉２９

７
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

７
億
８
１
４
６
万
円

　
平
成
30
年
第
１
回
村
議
会
定
例
会
が
、
３
月
７
日
か
ら
16
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
を
も
っ
て
招
集
さ
れ
、

村
及
び
教
育
執
行
方
針
の
あ
と
、
補
正
予
算
や
条
例
の
改
正
な
ど
10
件
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た

し
ま
し
た
。
最
終
日
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
議
し
た
新
年
度
予
算
５
会
計
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し

た
他
、
一
般
質
問
を
４
名
の
議
員
か
ら
行
い
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
　
　
例

予
　
　
算

平成30年度一般会計予算など
　　　　 　 15件の議案を審議
平成30年度一般会計予算など
　　　　 　 15件の議案を審議

定
例
会
の
主
な
内
容

平成29年度３月補正予算

会　　計　　名 補正額
（万円）

補正後の
予算額（万円）

一 　 般 　 会 　 計 1,446 32億8,763
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,970 7億8,146
農業集落排水事業特別会計 △126 6,974
介 護 保 険 特 別 会 計 744 3億7,712
後期高齢者医療特別会計 48 4,739
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◎
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料
等

△
１
２
６
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉△

１
２
６
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

６
９
７
４
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
保
険
給
付
費

１
３
２
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉７

４
４
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

３
億
７
７
１
２
万
円

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・‌�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金

56
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

48
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

４
７
３
９
万
円

【
平
成
30
年
度
当
初
予
算
】

◎
一
般
会
計

歳　

出

・
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

　
（
義
務
的
経
費
）

10
億
４
９
８
２
万
円

・‌�

物
件
費
、
維
持
補
修
費
、
補

助
費
等（
消
費
的
経
費
）

15
億
３
０
８
５
万
円

　

※
主
な
事
業

　
　

‌�

第
５
地
区
体
育
館
外
部
塗

装
工
事
、
観
光
施
設
改
修

事
業
な
ど

・
投
資
的
経
費

11
億
５
０
２
０
万
円

　

※
主
な
事
業

　
　

‌�

村
営
プ
ー
ル
建
設
、
南
団

地
建
替
（
継
続
）、
精
米

施
設
建
設
補
助
金
な
ど

歳　

入

・
地
方
交
付
税

15
億
３
０
０
０
万
円

　

※
前
年
度
比
２
・５
％
減

４
０
０
０
万
円
減

・‌�

村
債
（
過
疎
債
、辺
地
債
、公

営
住
宅
建
設
事
業
債
な
ど
）

10
億
６
８
９
０
万
円

　

※
前
年
度
比１

５
９
・４
％
増

〈
予
算
総
額
〉39

億
４
０
０
万
円

　

※
前
年
度
比
20
・７
％
増

６
億
６
９
０
０
万
円
増

平成30年度当初予算
会　　計　　名 予算額（万円） 前年度比（％）

一 　 般 　 会 　 計 39億400 20.7　
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 6億5,600 △12.3　
農業集落排水事業特別会計 6,800 △4.2　
介 護 保 険 特 別 会 計 3億8,200 6.7　
後期高齢者医療特別会計 　　5,300 12.8　

合　　　　　　計 50億6,300   13.5　

　
　【

２
月
】

６
日	

石
狩
管
内
町
村
行
政
懇
談

会�

（
札
幌
市
）

７
日	

札
幌
広
域
圏
組
合
議
会

	

定
例
会�

(

札
幌
市
）

９
日	

北
川
忠
氏
瑞
宝
単
光
章
受

章
祝
賀
会

14
日	

石
狩
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

組
合
議
会
定
例
会

（
北
広
島
市
）

	

石
狩
町
村
議
会
議
長
会
定

例
総
会�

（
札
幌
市
）

16
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

議
員
勉
強
会

	

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の

懇
談
会

21
日	

石
狩
北
部
地
区
消
防
事
務

組
合
議
会
定
例
会(石

狩
市
）

22
日	

村
建
設
協
会
通
常
総
会

28
日	

新
年
度
予
算
正
副
議
長
説

明

	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

【
３
月
】

２
日	

予
算
勉
強
会

３
日	

高
等
養
護
学
校
卒
業
式

７
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

第
１
回
村
議
会
定
例
会

（
～
16
日
）

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

	

行
政
常
任
委
員
会

12
日	

予
算
審
査
特
別
委
員
会

13
日	

中
学
校
卒
業
式

	

福
祉
会
理
事
会

16
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

第
１
回
村
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

17
日	

当
別
町
議
会
サ
タ
デ
ー
議

会�

（
当
別
町
）

20
日	

小
学
校
卒
業
式

23
日	

月
新
水
道
企
業
団
議
会
定

例
会�

（
月
形
町
）

24
日	

宮
崎
英
治
氏
北
海
道
産
業

貢
献
賞
受
賞
を
祝
う
会　

（
江
別
市
）

28
日	

住
民
と
議
会
の
懇
談
会

【
４
月
】

６
日	

小
学
校
入
学
式

	

中
学
校
入
学
式

９
日	

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総

会

10
日	

高
等
養
護
学
校
入
学
式

16
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

第
１
回
村
議
会
臨
時
会

20
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
日
誌
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○
植
島
議
員　
質
問

　

昨
年
12
月
25
日
の
強
風
に
よ

り
、
住
宅
、
納
屋
、
農
業
用
ハ

ウ
ス
、
道
路
防
雪
柵
の
倒
壊
な

ど
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
。
被

害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
対
し
、

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。

　

さ
て
、
村
内
に
は
各
地
区
に

災
害
時
の
避
難
所
が
あ
る
が
、

充
分
と
は
思
え
な
い
気
が
す
る
。

　

１
地
区
に
約
１
０
０
人
分
の

非
常
食
や
暖
房
、
発
電
機
の
有

効
活
用
、
長
時
間
の
寒
さ
に
対

す
る
毛
布
等
を
備
え
の
他
、
水

洗
ト
イ
レ
も
今
で
は
電
気
に
よ

る
流
水
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ

の
対
応
も
工
夫
が
要
る
。

　

備
蓄
品
を
避
難
所
に
備
え
る

こ
と
に
よ
り
、
運
ぶ
時
間
が
短

縮
さ
れ
、
職
員
の
身
の
安
全
に

も
寄
与
す
る
と
思
う
が
、
村
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

食
料
品
等
や
防
災
資
機
材
な

ど
の
備
蓄
品
は
、
各
避
難
所
に

物
資
を
効
率
よ
く
運
ぶ
事
が
で

き
る
よ
う
、
防
災
倉
庫
に
一
括

し
て
管
理
し
て
い
る
。

　

今
回
、
避
難
所
と
し
て
開
設

す
る
施
設
に
対
し
、
物
品
を
集

中
し
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

村
で
は
、
防
災
避
難
訓
練
時

に
物
資
の
運
搬
訓
練
も
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
実

施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
避
難

所
運
営
の
訓
練
も
定
期
的
に
実

施
し
、
今
後
の
防
災
対
策
や
避

難
所
運
営
に
万
全
を
期
し
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
、
ご
理
解

を
願
い
た
い
。

一般
質問
一般
質問
植島　豊 議員

備蓄品を避難所に備えて
はどうか

物資の運搬訓練を継続
して実施し、万全を期し
たい

Q
A

一般
質問
一般
質問

～４人の議員から６項目を問う～

　平成30年第１回村議会定例会が３月７日から３月16日の10日間の日程で開催され、議会
最終日、４人の議員が質問し、石塚村長に答弁を求めました。

避難所、シルバー人材、セキュリティ対策
国保税の減免、農業対策など
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○
南
部
議
員　
質
問

　

今
日
、
人
手
不
足
が
ど
の
業

種
に
お
い
て
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
労
働
環
境
も
こ
の
数

年
で
大
き
く
変
わ
り
、
再
任
用

雇
用
制
度
に
よ
り
、
希
望
す
れ

ば
退
職
後
の
数
年
間
は
働
く
環

境
が
整
っ
て
い
る
。

　

そ
の
反
面
、
各
地
の
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
人
材
不
足
と
言
わ

れ
、
離
職
者
で
身
に
付
け
た
資

格
や
技
能
を
活
か
し
て
、
働
く

こ
と
を
希
望
し
て
い
る
方
も
い

る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
老
人
の
一
人
暮
ら
し

特
に
女
性
が
増
え
て
、
通
院
の

お
手
伝
い
、
買
い
物
、
蛍
光
灯

交
換
な
ど
の
雑
務
、
話
し
相
手

な
ど
と
実
生
活
に
直
結
す
る
業

務
が
増
え
て
く
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
し
、
要
望
が
増
え
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
本
村
に
お
い
て
も

人
手
不
足
は
顕
著
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
他
の
市
町
村
で
行
わ
れ

て
い
る
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
が
必
要
と
思
う
が
、
村

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

過
去
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
、
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け

検
討
し
た
が
、
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
く
の
は

難
し
い
と
し
て
、
設
置
す
る
ま

で
は
至
ら
な
か
っ
た
と
、
伺
っ

て
い
る
。

　

会
員
の
確
保
や
受
託
事
業
の

確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
本

村
の
よ
う
な
小
規
模
な
自
治
体

は
、
採
算
が
合
う
よ
う
な
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は

非
常
に
難
し
く
、
仮
に
設
置
し

て
も
、
村
か
ら
多
く
の
仕
事
を

提
供
し
、
運
営
に
か
か
る
人
的
、

財
政
的
支
援
も
必
要
と
考
え
ら

れ
、
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、
大

変
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
近
隣
に
あ
る
当
別

町
や
江
別
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
連
携
が
図
れ
る
か

ど
う
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
南
部
議
員　
質
問

　

役
場
、
国
、
道
、
各
種
関
係

機
関
は
、
個
人
情
報
な
ど
漏
れ

て
は
い
け
な
い
情
報
が
集
ま
り
、

そ
の
管
理
等
は
最
大
限
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
役
場
の
パ
ソ
コ
ン

等
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
の
状
況
を
村
長
に

伺
い
た
い
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

住
民
記
録
情
報
を
管
理
し
て

い
る
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム

等
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
シ

ス
テ
ム
委
託
業
者
の
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
で
管
理
し
て
お
り
、
端

末
の
操
作
に
つ
い
て
は
、
担
当

の
職
員
以
外
が
扱
え
な
い
よ
う

に
パ
ス
ワ
ー
ド
と
静
脈
認
証
に

よ
る
二
要
素
認
証
を
導
入
し

制
限
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
庁
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
に
つ

い
て
は
、
村
が

委
託
し
た
業
者

が
一
括
管
理
し

て
お
り
、
万
全

な
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。

　

情
報
の
持
ち

出
し
に
つ
い
て

は
、
人
為
的
な

情
報
流
出
が
起

き
な
い
よ
う
職

員
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
な

ど
を
行
い
、
徹
底
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
も
す
で
に

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
強
固
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

を
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
平
成

30
年
度
か
ら
は
、
情
報
系
の
専

門
職
員
を
新
規
に
採
用
し
庁
舎

に
お
け
る
総
合
的
な
情
報
シ
ス

テ
ム
の
管
理
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
指
導
な
ど
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
、
ご
理
解

を
願
い
た
い
。

一般
質問
一般
質問
南部隆志 議員

シルバー人材センターが

必要では

会員確保などの課題があ

り、設置は難しいが、近隣市

町との連携を検討したい

Q
A

役場パソコン等のセキュ

リティ対策の状況は

セキュリティ研修など

を行い、徹底している

Q
A

住民基本台帳システムのセキュリティ対策
（静脈認証中の担当職員）
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○
菊
地
議
員　
質
問

　

会
社
員
等
が
加
入
す
る
健
康

保
険
は
、
被
保
険
者
の
報
酬
額

に
よ
り
保
険
料
が
算
定
さ
れ
る

た
め
、
扶
養
す
る
子
ど
も
の
人

数
が
増
え
て
も
保
険
料
は
変
わ

ら
な
い
。

　

し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
税

は
世
帯
内
の
加
入
者
数
に
均
等

割
が
賦
課
さ
れ
る
た
め
、
子
ど

も
の
人
数
に
応
じ
た
保
険
税
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

昨
年
、
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市

で
は
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
３

人
以
上
い
る
世
帯
の
第
３
子
以

降
の
均
等
割
分
を
所
得
制
限
な

し
で
全
額
免
除
し
た
。

　

全
国
知
事
会
で
は
、
子
ど
も

に
係
わ
る
保
険
料
（
均
等
割
）

の
軽
減
に
対
し
て
国
庫
負
担
金

の
減
額
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と

を
要
請
し
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
で
は
他
市
町

村
の
先
端
を
い
っ
て
い
る
新

篠
津
村
だ
が
、
国
保
に
つ
い
て

も
先
を
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、
村
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

こ
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
減
免
分
は
、

他
の
被
保
険
者
の
負
担
に
な
り
、

村
が
実
施
す
る「
子
育
て
支
援
」

事
業
と
な
れ
ば
、
該
当
す
る
方

の
全
員
が
恩
恵
を
受
け
る
よ
う

な
公
平
な
政
策
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

　

た
だ
、
現
在
も
人
口
減
少
化

や
少
子
化
は
、
進
ん
で
い
る
の

で
歯
止
め
を
か
け
る
政
策
を
打

ち
出
し
て
い
く
必
要
性
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
現
在
の
独
自
事
業

の
効
果
を
検
証
し
、
財
政
状
況

を
見
な
が
ら
、
新
た
な
事
業
の

実
施
や
既
存
事
業
の
拡
充
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
願
い
た
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

　

昨
年
12
月
25
日
に
本
村
で
、

台
風
並
み
の
暴
風
雪
で
市
街
地

を
中
心
に
長
時
間
の
停
電
が
発

生
し
た
。

　

あ
る
程
度
発
電
機
な
ど
の
備

え
の
あ
る
園
芸
農
家
等
で
も
、

農
産
物
が
凍
結
す
る
な
ど
大
き

な
被
害
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
特
に
冬

期
間
の
深
夜
や
吹
雪
の
中
で
は
、

村
と
し
て
も
多
く
の
村
民
を
避

難
誘
導
や
避
難
者
支
援
は
、
困

難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
来
年
度
か
ら
は
じ

ま
る
新
篠
津
村
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
の
中
に
、
住
民
の
冬
期

間
の
停
電
対
策
の
た
め
に
蓄
電

池
や
発
電
機
等
の
一
部
助
成
な

ど
個
々
の
住
民
が
備
え
る
こ
と

の
で
き
る
、
災
害
に
強
い
村
づ

く
り
の
施
策
に
取
り
組
む
考
え

が
あ
る
の
か
村
長
に
伺
い
た
い
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

当
日
は
、
防
災
無
線
に
よ
り
、

新
篠
津
村
自
治
セ
ン
タ
ー
へ
の

自
主
避
難
を
呼
び
か
け
た
が
、

暴
風
雪
に
よ
り
避
難
行
動
を
取

る
こ
と
が
、
危
険
を
伴
う
状
態

で
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
避
難
所
に
お
け
る

停
電
対
策
に
つ
い
て
十
分
な
検

討
を
行
な
い
、
必
要
な
設
備
を

確
保
し
て
い
く
と
と
も
に
、
札

幌
開
発
建
設
部
や
村
建
設
協
会

と
も
連
携
し
、
避
難
路
の
確
保

や
、
避
難
支
援
も
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

災
害
に
備
え
る
た
め
の
個
別

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
そ
の
線

引
き
が
難
し
く
現
時
点
で
は
、

助
成
制
度
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
ず
は
、
避
難
所
施
設
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
、防
災
訓
練
や

防
災
講
習
会
等
で
村
民
の
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
の
で
ご
理
解
を
願
い
た
い
。

一般
質問
一般
質問

一般
質問
一般
質問

菊地清美 議員

大塚裕樹 議員

国保加入世帯18歳未満の
子どもが３人以上いる世帯
の国保税を第３子以降の均
等割分を免除しては

全員が恩恵を受けるような
公平な政策でなければな
らない

Q
A

冬期間の停電対策で発電
機等に一部助成しては

個別の助成制度は難しい
ので、避難所施設の充実
を図っていく

Q
A

避難所として開設した自治センター
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○
大
塚
議
員　
質
問

　

国
は
、
今
年
か
ら
米
生
産
調

整
見
直
し
を
行
な
い
、
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
が
廃
止

に
な
り
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
、

環
境
保
全
型
農
業
直
接
交
付
金

も
変
わ
り
、
※
１
Ｇ
Ｇ
Ａ
Ｐ（
グ

ロ
ー
バ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
）
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
交
付
対
象
外
に

な
る
。
こ
の
交
付
金
が
無
く
な

れ
ば
、
農
業
経
営
も
急
激
に
困

難
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
※
２
Ｇ
Ａ
Ｐ（
ギ
ャ
ッ

プ
）
の
取
組
み
は
、
今
後
の
補

助
金
に
も
関
連
し
て
い
く
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

　

村
と
し
て
担
い
手
育
成
の
た

め
に
も
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
み
に
支

援
を
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
村

長
に
伺
い
た
い
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

こ
の
取
組
み
は
要
件
変
更
の

一
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
現
時

点
で
は
ま
だ
不
確
定
な
部
分
が

多
い
状
況
で
あ
る
の
で
、
今
後
、

様
々
な
情
報
を
関
係
機
関
と
共

有
し
、
取
組
み
へ
の
協
力
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

ＧＡＰの取組みに支援を
する考えは

関係機関と情報を共有
し、協力をしたい

Q
A

※‌�

１　
Ｇ
Ｇ
Ａ
Ｐ
＝
農
産
物
が

安
全
で
あ
る
こ
と
を
示
す

国
際
認
証
規
格
。
Ｇ
Ａ
Ｐ

は
「Good Agricultural 

Practice

」
の
頭
文
字
で
、

農
業
生
産
工
程
管
理
と
呼

ば
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
民
間

団
体
が
と
り
ま
と
め
た
も

の
で
、
食
の
安
全
、
環
境

保
全
、
労
働
安
全
の
観
点

か
ら
、
２
０
０
項
目
以
上

の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
。

※‌�

２　
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工

程
管
理
）＝
農
業
に
お
い

て
、
食
品
安
全
、
環
境
保

全
、
労
働
安
全
等
の
持
続

可
能
性
を
確
保
す
る
た
め

の
生
産
工
程
管
理
の
取
組

の
こ
と
。

住民と議会の懇談会

＜コミュニティについて＞
・‌�ＰＴＡの役員のなり手がいない。改革したく
ても、先生が異動で変わり、悪循環。

・‌�自治会が合併すると合理的になるが、役員は
若い人に集中する。定数が変わらないと何も
変わらない。

＜子育て環境について＞
・‌�札幌や江別と比べると、本村は子育て支援策
が充実している。村外の方に、もっとアピー
ルを。

・‌�子供が遊べる目玉的な公園があれば、村外か
ら子育て世帯が来ると思う。

＜産業振興について＞
・地元に戻っても働く場所がないとよく聞く。
・‌�商工会女性部も高齢化により部員が減少して
厳しい。商工会まつりの運営も何か考えなく
てはいけない。

・‌�道東の週１回雇っている酪農ヘルパーのよう
に、新篠津でも何か取り組めないか。

＜高齢者福祉について＞
・高齢者乗合タクシーの土日運行はできないか。

懇談会での主な意見
テーマ 新篠津村の将来像

　

平
成
30
年
３
月
28
日
、
自
治
セ
ン

タ
ー
一
般
研
修
室
で
「
住
民
と
議
会

の
懇
談
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、村
民
の
皆
さ
ん
に

議
会
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、皆
さ

ん
の
声
を
村
政
に
反
映
す
る
こ
と
を

目
的
に
平
成
24
年
度
よ
り
開
催
し
て

お
り
、
今
年
で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
村
の
将
来
像
を
テ
ー
マ

に
村
内
の
青
年
層
（
商
工
会
、Ｊ
Ａ
青

年
部
、青
年
団
、Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
24
人
）

を
対
象
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
心

よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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■ 

山
元
委
員 

　

昨
年
第
２
自
治
区
の
自
治
会

が
統
合
し
た
が
、
自
治
会
長
活

動
報
償
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

□ 

石
若
総
務
課
主
幹 

　

１
自
治
会
に
対
し
、
均
等
割

り
１
万
８
千
円
、
世
帯
割
は

元
の
５
自
治
会
の
世
帯
数
に

４
０
０
円
を
乗
じ
た
額
に
な
る
。

■ 

大
塚
委
員 

　

当
別
町・新
篠
津
村
特
別
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
負
担
金

に
つ
い
て
、夏
の
東
京
都
中
野
区

の
イ
ベ
ン
ト
で
農
協
青
年
部
を

中
心
に
物
販
を
し
て
は
ど
う
か
。

□ 

石
若
総
務
課
主
幹 

　

新
年
度
に
つ
い
て
は
、
夏
も

含
め
て
検
討
し
た
い
。

■ 

大
塚
委
員 

　

出
産
祝
金
に
つ
い
て
、
第
１

子
・
２
子
は
５
万
円
、
第
３
子

以
降
は
10
万
円
が
支
給
さ
れ
る

が
、
金
額
を
含
め
て
、
口
座
振

込
で
な
く
、
直
接
手
渡
し
を
す

る
な
ど
住
民
の
声
を
聞
い
て
は

ど
う
か
。

□ 

鈴
木
住
民
課
主
幹 

　

今
後
、
金
額
も
含
め
て
、
支

給
方
法
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

■ 
髙
井
委
員 

　

石
狩
北
部
地
区
消
防
事
務

組
合
負
担
金
は
前
年
よ
り

１
４
０
０
万
円
増
加
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
。

□ 

林
総
務
課
長 

　

石
狩
北
部
地
区
消
防
事
務
組

合
に
役
場
職
員
を
派
遣
し
た
他
、

耐
震
の
調
査
な
ど
で
増
加
と

な
っ
た
。

■ 

髙
井
委
員 

　

総
合
開
発
計
画
策
定
業
務
委

託
料
４
６
０
万
円
の
内
容
を
伺

い
た
い
。

□ 

林
総
務
課
長 

　

人
口
推
計
の
他
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
し
て
村
民
の
ご
意
見

を
聞
き
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
を
策
定
す
る
。

■ 

菊
地
委
員 

　

消
防
団
員
の
報
酬
に
つ
い
て
、

管
内
で
統
一
し
た
金
額
に
な
ら

な
い
か
。

□ 

古
谷
副
村
長 

　

今
後
、
石
狩
北
部
地
区
消
防

事
務
組
合
で
は
、
統
一
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

一
般
会
計
ほ
か
四
特
別
会
計
予
算
を
審
議

■
予
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
三
十
年
度
予
算

総
　務
　費

植島　豊 委員長

　平成30年第１回村議会定例会初日（７日）に付託され
た平成30年度新篠津村各会計歳入歳出予算案は、予
算審査特別委員会（委員長植島豊、副委員長 山元栄）
を設置し、３月12日に審査を行いました。16日に再開
された本議会において審査報告を行った結果、同委員
会の決定のとおり各会計予算は原案どおり可決されま
した。主な質疑の内容は次のとおりです。

昨年の消防訓練大会（29．6．30）
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■ 

藤
永
委
員 

　

村
長
は
、
移
住
定
住
政
策
を

掲
げ
て
い
る
が
、
更
に
促
進
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

□ 

石
塚
村
長 

　

今
後
、
お
試
し
暮
ら
し
住
宅

等
も
検
討
し
、
定
住
人
口
の
増

加
を
図
っ
て
い
く
。

■ 
髙
井
委
員 

　

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
更
新
業

務
委
託
料
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

□ 

鈴
木
住
民
課
主
幹 

　

現
在
の
シ
ス
テ
ム
及
び
機
器

は
平
成
25
年
の
８
月
に
整
備
し

て
か
ら
、
５
年
が
経
過
し
、
更

新
時
期
に
な
っ
た
の
で
、
予
算

を
計
上
し
た
。

■ 

大
塚
委
員 

　

介
護
予
防
事
業
利
用
者
負
担

軽
減
助
成
金
に
つ
い
て
、
介
護

予
防
に
力
を
い
れ
て
は
ど
う
か
。

□ 

金
兵
住
民
課
参
事 

　

総
合
事
業
に
な
っ
て
、
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
あ
る
の

で
、
自
立
に
向
か
っ
て
重
度
化

の
防
止
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

■ 

髙
橋
委
員 

　

高
齢
者
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て
、
土
曜
日
や
日
曜
日
に
運

行
す
る
計
画
は
な
い
の
か
。

□ 
吉
田
住
民
課
長 

　

土
日
運
行
の
要
望
が
あ
る
の

は
承
知
し
て
い
る
が
、
タ
ク

シ
ー
が
使
用
さ
れ
る
時
間
帯
で

あ
り
、
運
行
が
む
ず
か
し
い
。

■ 

大
塚
委
員 

　

す
く
す
く
保
育
所
砂
場
移
転

工
事
に
つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

□ 

吉
田
住
民
課
長 

　

運
動
会
の
観
覧
席
を
確
保
す

る
た
め
、
９
本
の
木
を
伐
採
し
、

砂
場
を
移
設
す
る
。

　

保
育
士
と
保
護
者
が
十
分
に

協
議
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
を

通
じ
て
要
望
が
あ
り
計
上
し
た
。

■ 

南
部
委
員 

　

児
童
手
当
に
つ
い
て
、
昨
年

よ
り
約
２
１
１
万
円
が
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

□ 

吉
田
住
民
課
長 

　
４
カ
月
に
１
回
、３
期
に
分
け

て
支
払
う
が
、延
べ
３
４
２
２
人

を
想
定
し
、
今
回
４
３
０
６
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。

　

少
子
化
に
よ
り
少
し
ず
つ
対

象
者
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
。

■ 

山
元
委
員 

　

昨
年
11
月
の
健
診
で
、
歯
科

健
診
が
な
か
っ
た
が
、
今
後
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

□ 

野
村
住
民
課
参
事 

　

費
用
対
効
果
で
日
数
は
減
る

が
、
受
診
者
数
を
増
や
す
努
力

を
す
る
。

■ 

髙
井
委
員 

　

北
石
狩
衛
生
施
設
閉
鎖
経
費

負
担
金
の
支
払
は
い
つ
ま
で
か
。

□ 

吉
田
住
民
課
長 

　

北
石
狩
衛
生
組
合
の
解
散
に

伴
い
、
負
担
を
し
て
い
る
が
、

今
回
一
括
し
て
支
払
う
。

精米施設建設事業

　  村民プール建設事業などについて質疑

精米施設建設事業

　  村民プール建設事業などについて質疑

新しのつ産米消費拡大
推進施設整備事業補助金（ ）

更新時期となった戸籍総合システム

民
　生
　費

少子化により児童手当の対象者が
減ってきている。

衛
　生
　費
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■ 
大
塚
委
員 

　

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

に
つ
い
て
、
新
し
い
作
物
を
作

り
所
得
が
向
上
し
た
取
組
み
な

ど
が
あ
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

□ 

東
産
業
建
設
課
主
幹 

　

対
象
者
は
７
人
で
、
そ
の
内

新
た
な
作
物
の
取
組
み
は
、
２

人
。
そ
の
内
１
人
は
平
成
28
年

度
か
ら
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
栽
培

し
、
も
う
１
人
は
平
成
29
年
度

よ
り
水
稲
直
播
用
加
工
米
を
栽

培
し
て
い
る
。

■ 

髙
橋
委
員 

　

有
害
鳥
獣
駆
除
補
助
金
と
有

害
鳥
獣
捕
獲
担
い
手
確
保
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

□ 

東
産
業
建
設
課
主
幹 

　

猟
銃
３
名
、
わ
な
３
名
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

■ 

山
元
委
員 

　

新
し
の
つ
産
米
消
費
拡
大
推

進
施
設
整
備
事
業
補
助
金
は
、

事
業
主
体
と
契
約
を
す
る
の
か
。

□ 

佐
藤
産
業
建
設
課
長 

　

事
業
と
し
て
は
村
の
補
助
だ

が
、
契
約
等
は
考
え
て
い
な
い
。

■ 

髙
井
委
員 

　

新
し
の
つ
産
米
消
費
拡
大

推
進
施
設
整
備
事
業
補
助
金

１
億
４
８
０
０
万
円
の
根
拠
は
。

□ 

古
谷
副
村
長 

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振

興
策
で
、
良
食
味
米
の
お
米
を

特
産
品
と
し
て
販
路
拡
大
に
つ

な
げ
、
農
業
所
得
の
向
上
及
び

税
収
の
向
上
の
意
味
合
い
か
ら

３
分
の
２
の
補
助
に
決
定
し
た
。

　

財
源
は
過
疎
債
を
充
当
す
る
。

元
利
償
還
金
の
７
割
が
交
付
税

措
置
さ
れ
、
有
利
な
財
源
を
活

用
す
る
。

■ 

髙
井
委
員 

　

ク
リ
ー
ン
農
業
推
進
協
議
会

負
担
金
が
25
万
円
で
昨
年
よ
り

10
万
円
増
え
て
い
る
。
そ
の
理

由
は
。

□ 

東
産
業
建
設
課
主
幹 

　

光
熱
水
費
や
雑
費
等
が
増
え

た
関
係
で
、
増
額
し
て
い
る
。

■ 

大
塚
委
員 

　

産
直
市
場
コ
ン
セ
ン
ト
増
設

工
事
と
風
除
室
改
修
工
事
の
内

容
を
伺
い
た
い
。

□ 

石
若
総
務
課
参
事 

　

イ
ベ
ン
ト
等
で
電
気
を
使
う

こ
と
が
多
く
な
り
、
容
量
が
足

り
な
い
た
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
の

差
し
込
み
を
今
回
増
設
す
る
。

　

ま
た
、
暑
さ
を
凌
ぐ
た
め
、

産
直
市
場
の
風
除
室
の
上
に
断

熱
材
と
そ
の
上
に
板
を
入
れ
る

改
修
を
行
う
。

■ 

藤
永
委
員 

　

縁
結
び
応
援
活
動
報
償
費
に

つ
い
て
、
現
状
の
活
動
と
新
年

度
の
取
組
み
を
伺
い
た
い
。

□ 

石
若
総
務
課
主
幹 

　

現
在
９
名
の
委
員
が
お
り
、

平
成
29
年
度
は
新
年
度
の
事
業

に
つ
い
て
、
会
議
を
１
回
開
催

し
た
。

　

委
員
か
ら
案
も
頂
い
た
の
で
、

30
年
度
は
し
っ
か
り
と
活
動
を

し
て
い
く
。

■ 

山
元
委
員 

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
名
の

活
動
と
村
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

□ 

石
若
総
務
課
主
幹 

　

平
成
29
年
４
月
よ
り
、
村
観

光
協
会
、
た
っ
ぷ
の
湯
、
産
直

市
場
で
活
動
を
し
て
い
る
が
、

毎
週
１
回
集
ま
っ
て
、
イ
ベ
ン

ト
協
力
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
な
ど
精
力
的
に
活
動
を
し

て
い
る
。

　

２
年
目
に
お
い
て
は
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
い
け
る
よ
う
活
動

を
支
援
し
た
い
。

■ 

髙
井
委
員 

　

道
の
駅
車
両
通
路
舗
装
工
事

の
施
工
場
所
は
ど
こ
か
。

　

ま
た
、
洗
濯
機
や
乾
燥
機
の

備
品
購
入
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

□ 

石
若
総
務
課
主
幹 

　

昨
年
、
産
直
市
場
出
荷
者
が

通
行
す
る
道
路
の
工
事
を
行
っ

た
が
、
秋
ご
ろ
に
舗
装
工
事
を

予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
で

利
用
さ
れ
る
、
た
っ
ぷ
の
湯
の

宿
泊
者
の
要
望
で
洗
濯
機
２
台

を
購
入
す
る
。

商
　工
　費

農
林
水
産
業
費

活動報告を行った地域おこし協力隊の３人
（３ /22：自治センター）
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■ 

山
元
委
員 

　

南
団
地
建
替
事
業
建
設
工
事

に
つ
い
て
、
30
年
度
に
２
棟
８

戸
を
建
設
す
る
が
、
エ
ア
コ
ン

の
ダ
ク
ト
を
設
け
る
の
か
。

□ 

佐
藤
産
業
建
設
課
長 

　

公
営
住
宅
は
、
高
気
密
高
断

熱
で
機
械
換
気
が
標
準
で
、
ダ

ク
ト
を
入
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
る
こ
と
は
難
し
い
。

■ 

髙
井
委
員 

　

昨
年
完
成
し
た
南
団
地
の
住

宅
を
見
て
、
玄
関
の
西
側
の
入

り
口
は
、
西
風
で
吹
雪
に
な
る

と
、
雪
が
溜
ま
る
。
ス
ロ
ー
プ

の
除
雪
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
住
宅
周
り
の
外
構
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

□ 

佐
藤
産
業
建
設
課
長 

　

検
討
中
で
、
北
側
に
移
動
式

の
ネ
ッ
ト
な
ど
で
対
応
し
た
い
。

　

ま
た
、
北
側
の
住
宅
と
南
側

の
住
宅
の
間
に
村
道
が
通
っ
て

い
る
が
、
最
終
年
度
に
道
路
の

拡
幅
改
良
を
考
え
て
い
る
。

■ 

大
塚
委
員 

　

第
４
地
区
社
会
教
育
会
館
実

施
設
計
委
託
業
務
に
つ
い
て
、

会
館
は
避
難
場
所
で
、
高
齢
者

が
利
用
し
や
す
い
施
設
に
す
る

た
め
に
も
住
民
の
声
を
聞
い
て
、

実
施
設
計
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

□ 
松
村
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

で
き
る
だ
け
声
を
反
映
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

■ 

山
元
委
員 

　

第
４
地
区
社
会
教
育
会
館
実

施
設
計
委
託
業
務
に
つ
い
て
、

維
持
管
理
費
等
も
提
示
し
、
地

元
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
進
め

て
頂
け
れ
ば
と
思
う
が
。

□ 

松
村
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

維
持
管
理
費
等
は
、
暖
房
器

具
も
含
め
て
、
建
設
サ
イ
ド
と

も
十
分
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

■ 

山
元
委
員 

　

本
村
で
は
、
高
等
養
護
学
校

演
劇
部
の
素
晴
ら
し
い
演
劇
や

札
幌
北
高
吹
奏
楽
部
の
合
宿
も

行
わ
れ
、
芸
術
鑑
賞
に
触
れ
る

機
会
が
あ
り
、
色
々
な
形
で
支

援
が
で
き
る
と
思
う
が
教
育
長

の
見
解
を
伺
い
た
い
。

□ 

荒
谷
教
育
委
員
会
教
育
長 

　

村
民
の
方
に
文
化
に
対
す
る

意
識
、
情
緒
面
を
高
め
て
、
豊

か
な
生
涯
学
習
に
つ
な
が
っ
て

い
く
よ
う
な
芸
術
鑑
賞
の
機
会

を
考
え
て
い
き
た
い
。

■ 

藤
永
委
員 

　

準
要
保
護
生
徒
就
学
援
助
費

が
前
年
よ
り
大
幅
な
減
額
に

な
っ
て
い
る
。
現
状
の
支
給
さ

れ
て
い
る
人
数
を
伺
い
た
い
。

□ 

松
村
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

現
在
、
中
学
校
６
人
、
小
学

校
９
人
が
対
象
で
、
中
学
校
３

年
生
が
多
い
と
修
学
旅
行
費
な

ど
が
増
え
る
。

■ 

髙
井
委
員 

　

村
民
プ
ー
ル
建
設
工
事
に
つ

い
て
、
屋
根
の
雪
が
落
ち
た
後

の
こ
と
も
考
え
て
設
計
を
し
て

い
る
の
か
。

　

ま
た
、
建
設
場
所
は
、
Ｂ
＆

Ｇ
体
育
館
の
南
側
で
は
だ
め
か
。

□ 

松
村
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

屋
根
に
つ
い
て
は
、
経
費
や

維
持
の
こ
と
を
考
え
て
、
設
計

し
て
い
る
が
、
雪
の
問
題
は
ど

の
よ
う
な
形
に
し
て
も
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
出
来
る

限
り
の
対
応
を
考
え
た
い
。

　

ま
た
、
建
設
場
所
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
プ
ー
ル
の
跡
地
な

ど
を
検
討
し
た
が
、
経
費
の
削

減
に
努
め
、
渡
り
廊
下
で
体
育

館
と
繋
が
っ
て
い
る
方
が
村
民

の
利
用
度
が
高
く
な
る
と
判
断

し
た
の
で
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

■ 

大
塚
委
員 

　

村
営
プ
ー
ル
建
設
事
業
は
、

約
５
億
円
を
投
資
す
る
。
本
村

は
豪
雪
地
帯
で
冬
の
散
歩
は
危

険
な
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
、
冬
期
間
の
施
設
利
用
も
考

え
て
は
ど
う
か
。

□ 

松
村
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

冬
期
間
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
利
用
状
況
を
含
め
て
、

必
要
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

■ 

髙
井
委
員 

　

プ
ー
ル
の
解
体
工
事
に
つ
い

て
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
も

あ
る
の
で
、
保
留
に
し
て
、
計

画
の
中
で
跡
地
利
用
や
プ
ー
ル

の
再
利
用
も
含
め
て
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

□ 

石
塚
村
長 

　

小
学
校
や
保
育
所
の
運
動
会

で
プ
ー
ル
の
ト
イ
レ
を
使
い
た

い
と
聞
い
て
い
る
が
、
屋
根
の

部
材
が
飛
散
し
、
安
全
面
を
考

え
る
と
残
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
プ
ー
ル
を
改
修
す
る

と
解
体
費
よ
り
多
額
の
費
用
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
30
年
度
に

解
体
を
し
た
い
。

土
　木
　費

30年度、実施設計に着手する
第４地区社会教育会館

教
　育
　費
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■ 

菊
地
委
員 

　

教
育
行
政
執
行
方
針
で
教
育

長
が
給
食
費
を
値
上
げ
し
、
値

上
げ
分
を
援
助
す
る
と
述
べ
て

い
た
が
、
給
食
費
が
値
上
げ
に

な
る
の
か
。

□ 

松
村
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

給
食
費
１
人
当
た
り
、
小
学

校
１
５
０
円
、
中
学
校
２
０
０

円
程
度
を
値
上
げ
す
る
方
向
で

動
い
て
い
る
。

　

食
材
費
に
係
る
保
護
者
と
村

の
負
担
に
つ
い
て
は
、１
９
５
６

万
円
に
対
し
、給
食
費
で
１
７
５

２
万
円
、
残
り
約
２
０
４
万
円

は
村
か
ら
の
補
て
ん
と
な
る
。

■ 

髙
井
委
員 

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
約

５
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る

が
、
ゴ
ル
フ
場
の
改
修
の
財
源

と
し
て
充
て
る
の
か
。

□ 

石
塚
村
長 

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
を

財
源
と
し
て
、
ゴ
ル
フ
場
の
修

理
を
行
い
た
い
。

■ 

南
部
委
員 

　

乳
児
保
育
所
使
用
料
に
つ
い

て
、
伺
い
た
い
。

□ 

吉
田
住
民
課
長 

　

１
歳
児
が
４
月
か
ら
２
ヵ
月

に
１
人
ず
つ
入
る
こ
と
を
見
込

み
合
計
６
人
、
平
均
保
育
料
が

１
万
５
７
５
０
円
、
延
べ
入
所

月
42
カ
月
を
想
定
し
約
66
万
円
、

０
歳
児
は
４
月
か
ら
３
ヵ
月

に
１
ず
つ
入
所
し
、
合
計
３
人

の
入
所
を
見
込
み
、
平
均
保
育

料
１
万
４
０
０
０
円
、
延
べ
入

所
月
数
27
カ
月
を
想
定
し
、
約

38
万
円
で
合
計
１
０
４
万
円
の

予
算
を
計
上
し
た
。

■ 

大
塚
委
員 

　

昨
年
よ
り
介
護
保
険
料
の
予

算
が
１
４
０
０
万
円
増
、
会
計

全
体
で
は
２
４
０
０
万
円
増
と

な
っ
て
い
る
が
、
抑
制
の
検
討

は
し
て
い
る
の
か
。

□ 

金
兵
住
民
課
参
事 

　

厚
生
労
働
省
の
指
針
が
示
さ

れ
、高
齢
者
の
自
立
支
援
で
、重

度
化
の
防
止
が
テ
ー
マ
に
な
っ

て
い
る
。

　

第
７
期
の
計
画
で
は
、
重
度

化
防
止
の
取
組
み
と
し
て
住
民

課
だ
け
で
な
く
、
教
育
委
員
会

の
高
齢
者
教
育
も
記
載
し
た
。

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
も
積
極

的
に
普
及
し
参
加
を
促
し
、
健

康
診
断
の
受
診
者
数
の
増
加
を

図
る
な
ど
一
体
的
に
取
り
組
む
。

■ 

髙
井
委
員 

　

今
年
度
、
精
米
施
設
の
補
助

金
１
億
４
８
０
０
万
円
、
村
民

プ
ー
ル
建
設
事
業
で
約
５
億
円
、

南
団
地
建
替
事
業
で
約
２
億
円

の
他
、
今
後
、
診
療
所
や
月
新

水
道
企
業
団
の
水
道
の
老
朽
化

の
対
応
も
予
想
さ
れ
、
将
来
的

に
負
担
が
増
え
て
く
る
が
、
村

の
財
政
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

□ 

石
塚
村
長 

　

平
成
30
年
度
は
、
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
の
策
定
の
年
度
で

あ
る
が
、
財
政
計
画
と
整
合
性

を
と
り
な
が
ら
、
計
画
を
策
定

す
る
。

　

ま
た
、
交
付
税
が
算
入
さ
れ

る
有
利
な
起
債
を
活
用
し
、
検

討
し
な
が
ら
、
財
政
運
営
を
進

め
て
い
く
。

■ 

髙
井
委
員 

　

新
し
の
つ
産
米
消
費
拡
大

推
進
施
設
整
備
事
業
補
助
金

１
億
４
８
０
０
万
円
に
つ
い
て
、

地
方
税
法
上
優
遇
さ
れ
て
い
る

団
体
に
対
し
て
も
補
助
を
す
る

の
か
。

□ 

古
谷
副
村
長 

　

本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
更
な
る
振
興
を
目
的
に
、

農
業
者
の
所
得
の
向
上
を
図
り
、

税
収
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と

い
う
村
か
ら
の
支
援
で
あ
る
の

で
ご
理
解
願
い
た
い
。

■ 

藤
永
委
員 

　

石
塚
村
長
初
の
予
算
編
成
だ

が
、
今
回
の
予
算
編
成
や
将
来

を
見
据
え
て
の
村
へ
の
思
い
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

□ 

石
塚
村
長 

　

①
若
い
人
か
ら
高
齢
者
ま
で

健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
る
健
康

で
明
る
い
村
、
②
子
供
た
ち
が

健
や
か
に
生
活
で
き
る
村
、
③

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
村
、
④
更
な
る
産
業
発
展
、

⑤
災
害
に
強
い
村
を
念
頭
に
お

き
、予
算
編
成
を
行
っ
た
。村
民

に
と
っ
て
、
新
篠
津
に
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
う
村
に
し
た
い
。

いきいき百歳体操サポー
ター養成講座（昨年7/27）

平成29年４月に開所した「ひまわり保
育所」（乳児保育所）

一
般
会
計
歳
入
全
般

介
護
保
険
特
別
会
計

一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
全
般
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区　　　分 本年度予算額

自
主
財
源

村 税 3億390万円
諸　収　入 3,909万円
繰　入　金 9,130万円
繰　越　金 1,000万円
財 産 収 入 1,518万円
使 用 料 等 1億1,078万円

依
存
財
源

地方交付税 15億3,000万円
国道支出金 5億9,313万円
村 債 10億6,890万円
地方譲与税 5,200万円
地方消費税交付金 5,700万円
その他交付金 3,272万円

合　　　計 39億400万円

区　　　分 本年度予算額
議 会 費 3,762万円
総 務 費 8億8,595万円
民 生 費 5億5,678万円
衛 生 費 1億2,263万円
農林水産業費 5億6,922万円
商 工 費 9,254万円
土 木 費 6億561万円
教 育 費 7億3,182万円
公 債 費 2億9,683万円
諸 支 出 金 300万円
予 備 費 200万円

合　　　計 39億400万円

平成30年度一般会計予算の内容平成30年度一般会計予算の内容
　平成30年度の予算は、石塚村長にとって初めての予算編成になりました。
　農業や経済振興を柱に、人口減少対策及び少子高齢化など直面する課題の他、村
営プール建設事業及び老朽化した南団地の建替など多様なニーズに的確に対応し、
最小の経費で最大の行政効果が得られるよう予算の編成が行われています。
　今後も、潤いと生きがいのある村となるよう努力して参りたい。

村税
3億390万円
7.8％

国道支出金
5億9,313円
15.2％

村債
10億6,890万円
27.4％

繰入金
9,130万円
2.3％
使用料等
1億1,078万円
2.8％
その他自主財源
6,427万円
1.7％

地方交付税
15億3,000万円
39.2％

その他依存財源
1億4,172万円
3.6％

議会費
3,762万円
0.9％

予備費
200万円
0.1％

総務費
8億8,595万円
22.7％

民生費
5億5,678万円
14.3％
衛生費
1億2,263万円
3.1％

公債費 
2億9,683万円
7.6％

諸支出金
300万円
0.1％

農林水産業費
5億6,922万円
14.6％

商工費
9,254万円
2.4％

土木費
6億561万円
15.5％

教育費 
7億3,182万円
18.7％

■ 歳　　入

■ 歳　　出
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編
集
後
記

発
行
／
新
篠
津
村
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

　
☎（
０
１
２
６
）　　
　

住
所
／
北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
47
線
北
13
番
地　
　

５
７-

２
１
１
１

議
会
通
信
し
ん
し
の
つ　

 （
平
成
30
年
５
月
１
日
発
行
）

平成30年第２回臨時会

5月30日㈬予定
平成30年第２回定例会

6月11日㈪
 ～6月15日㈮予定

どなたでも傍聴できます。
皆さんのお越しを
お待ちしております。

　

４
月
に
は
入
学
式
が
行
わ
れ
、

初
々
し
い
、
１
年
生
が
新
た
な
世

界
へ
あ
ゆ
み
、
早
１
か
月
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
環

境
の
変
化
に
対
す
る
対
応
や
大
型

連
休
な
ど
で
、
日
常
生
活
が
乱
れ

や
す
い
事
か
ら
、
そ
の
た
め
「
５

月
病
」と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
苦

し
く
辛
い
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
統
計
で
は
相
談
相
手
は
、

年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
両
親
よ

り
も
友
達
に
相
談
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
る
よ
う
で
す
。
で
も
相
談

出
来
な
い
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
イ
ン
ク
会
社
の
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
で
女
優
の
吉
岡
里
帆
さ
ん

が
朗
読
し
て
い
る
「
い
ろ
ど
り
の

詩
」を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

も
し
キ
ミ
が　

ひ
と
り
ぼ
っ
ち

な
ら　

あ
た
た
か
な
色
で
つ
つ
み

ま
し
ょ
う

　

も
し
キ
ミ
が　

か
た
を
お
と
す

な
ら　

は
げ
ま
し
の
色
を
お
く
り

ま
し
ょ
う
・
・
・

　

学
生
の
貴
方
は
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

で
な
い
、
み
ん
な
が
見
守
っ
て
い

る
と
気
付
く
詩
で
す
。
是
非
、ネ
ッ

ト
で
見
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
多
幸
、
ご
健
勝
を
祈
り
ま
す
。

�

（
南
部　
記
）

　
　
議
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

　皆さんの要望を国政や道政、村
政に反映させる方法の一つとして
請願や陳情があります。これは地
方自治法などに規定された住民の
権利で村議会議員の紹介のあるも
のを請願、紹介のないものを陳情
といいます。
　請願書や陳情書が提出されます
と議会では慎重に審査し採択・不
採択を決定します。採択したもの
で国等の執行機関で適当と認めら
れるものは、意見書等を送付する
形で、皆さんの声が反映されます。
　請願される方は村議会議員１名
以上の署名を受けて、（署名がなけ
れば陳情となります）件名、要旨、
理由、提出年月日、住所、氏名を
記載し、押印の上、必ず議会事務
局まで持参提出をお願いします。

議会議会議会議会
一口メモ
請願・陳情

平成29年度議員研修会
　平成29年度新篠津村議会議員研修会が３月
５日、役場２号会議室で開催し、議員のほか、
村職員が研修を受けました。
　講師に、（有）リバティー北海道　代表取締
役　覚張利彦氏を招き、「一人一人が変われば
組織が変わる！〜モティベーション その偉大な
力〜」をテーマに講演をして頂きました。

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　

４
月
６
日
、
小
学
校
の

入
学
式
が
小
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
、
新
一
年
生
２０

人
は
、
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
元
気
よ
く
返
事
を
し
て

い
ま
し
た
。


